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1 .序論

平成 14年度より，ゆとり教育を重視するために『学校完全週 5日制』が導入

された。更に生きる力J[IJを育成するために，小・中学校において『総合的

な学習』の時間が設けられた。(注:高等学校においては平成 15年度より『総合

的な学習』の時間が導入された。)その結果， r生きる力」を育成するために『総

合的な学習』の時間のための教材開発が盛んに行われている。そして，そのよう
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な教材の多くは子ども達の視野を拡げるだけでなく，学習に対する意欲・関心・

興味を増大させているのが事実である。 [2J-[ISJ 

その一方で，子ども達の学力低下を危倶する声も次第に高まってきていること

は否定できない。

それでは，ゆとり教育を重視し，子どもの個性を尊重することを 1つの目的と

して導入されたこのようなシステムは改悪だったのであろうか。

我々は，その疑問に対する答えを見つけるために実施した活動について報告す

るO

2. 地域貢献活動ーその 1-

本論文を発表するに当たり，引用しなければならない我々の論文が lつある。

その論文は，広島県教育委員会主催 r18歳後の青年地域貢献活動j の一環とし

て，算数・数学パズルを利用して平成 14年 11月 9・16日の 2日間にわたって実

施した「みんなで算数・数学パズ、ルをしように関する報告をまとめたもの

である。

そこで，本節では，その論文[16Jをまずそのまま引用するO

地域貢献のための算数・数学活動とその実践

一「みんなで算数・数学パズルをしよう!J (地域貢献活動)の実践報告一

宮崎望・伊藤昭夫・岡田敬子・香川 亮太・川谷晃真

北川靖・坂元政仁・西元崇・原田秀人・山上佳澄

概要:算数・数学を用いて行った地域貢献活動「みんなで算数・数学パズルをし

ようの実践報告を本論文の目的とするO この地域貢献活動「みんなで算数・

数学パズルをしよう!Jは、小学生・中学生を主な対象として「少しでも算数・

数学を楽しんでもらおう Jr少しでも算数・数学に親しんでもらおうJという思
いで実施された。

検索語:地域貢献活動、完全週 5S制、算数・数学パズル、総合的な学習、生涯

学習

1 .序論

平成 14年度より、公立の小学校・中学校・高等学校に完全学校週 5日制が導

入された。完全学校週 5日制の目的の 1っとして、文部科学省は子ども達に自ら

考える力や豊かな人間性などの「生きる力Jを育むことを挙げている。その目的

を遂行するためには、この制度をどのように活用すればいいのかを真剣に考える

ことが必要不可欠である。実際には、学校・家庭・地域社会が相互連携をして、

様々な活動を体験する機会を提供することが求められている。

広島県教育委員会では、子ども達の健全育成を推進するために、ボランティア
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等の地域貢献活動を促進させる取り組みを進めている。その取り組みの 1っとし

て、青年の地域貢献活動促進事業があり、近畿大学にも参加依頼があった。

そこで今回、近畿大学工学部教職課程数学コースでは、有志を募り、算数・数

学を用いた地域貢献活動を行うことを計画した。今までの地域貢献活動における

ボランティアといえば、地域の清掃作業や、青年の家等の施設を利用した共同作

業といったもので主であった。しかし、我々は算数・数学的な活動であっても、

手法等を十分考慮すればボランティア活動に成り得るのではないかと考えた。そ

のような考えの下で行った地域貢献活動が「みんなで算数・数学ノミズ、ルをしよ

う!Jである o

2. 本活動の実施目的

現在、子ども達は算数・数学に対して興味・関心が低く、いわゆる「算数・数

学嫌しリが拡がってきているように感じられる。なぜこのような「算数・数学嫌

しリが拡がってきたのだろうか。その理由として、以下のような」連の流れが考

えられる。

①子ども達に「算数・数学は、出題された問題に対して、ただ解答をするだけ

の教科である」というイメージが強く入り込んである O

②①の結果として、子ども達のほとんどが、算数・数学に面白みや親しみを感

じていない

③近年の情報機器の発達により、「電卓やノfソコンを使えば計算できるから、

計算の方法を勉強する必要がないj という考え方が拡がってきている。

特に、我々は①のような考え方を改めさせるような活動が必要であると考えた。

実際には、次のような事実を認識してもらう必要があるのではなし、かと考えてい

る。

1 .算数・数学は、「解明したい現象に対する解答を予測・表現するのに非常に

有効な教科jである。実際、工学部においては実験の結果を予測したり、表現し

たりするために数式等を利用する場面が多い。

2. 1を実践するためには、算数・数学の基礎・基本(計算技術、関数表現、図

形の作図など)を学ぶことが必要不可欠である。

3.算数・数学の魅力や楽しさの 1つは、新しい未知の問題に対する解答を予測

し、どのようにしてその予測を確認すればよいのかを考えるプロセスに存在する O

4. 3のような考え方が定着することによって、パソコンに計算を実行させるプ

ログラムを作成するためには、問題に対する計算のプロセスを理解しておかなけ

ればならないという事実に気づく。

そこで、今回実施した「みんなで算数・数学ノtズ、ルをしようでは、ただ

単なる計算問題ではなく 考え方によってはいくつでも解答が出てくる算数・数

学パズ‘ルを用いることにした。この算数・数学パズ、ルを用いることにより、ゲー



20 伊藤昭夫、石崎重昭‘上野友裕、岡井剛、小倉安博、院本昇吾、高築史使、中上 学、宮本邦度、柳雄 、湯藤真 4

ム感覚で算数・数学を楽しんでもらうことを目的とし、更に以下の内容を子ども

達に学ばせたい。

①考える楽しさ

②グループ活動で行うことの楽しさ

③他の人の意見を聞く重要性

また、本活動の意義は我々大学生が大学の施設を用いて実施することにもある。

現在、地域と密着した大学が求められているO しかし、実際の現状は大学があっ

ても大学関係者以外の地域の人、特に、子ども達が大学構内に入る機会はほとん

どない。その結果、学生が子ども達と交流を持つ機会もない。このため、大学は

地域から独立した状態となってしまっている O

これらのことを踏まえ、この地域貢献活動の大きな目的は、「子ども達は、大学

の雰囲気を感じ、大学生は子ども達との交流を深めるj ことである O

3. 活動方法

「みんなで算数・数学ノtズルをしよう!Jにおいての活動方法は以下の通り

である。

参加者募集の方法

①チーム単位で参加する。

②参加対象は小学生・中学生とその保護者に限定する。

③ポスターを配布する O

前日までの活動方法

出題問題は[1]より問題を引用し、子ども達に合わせて問題を書き換えた。

本活動で、引用した問題と実際に書き換えて、出題した問題の例を 2つ挙げるO

①円パズル

引用問題

同じ円盤を 6個用意します。円盤は図 aのようにすき間なく接しています。円盤

を4回の移動で環(図 b参照)にしてください。《移動》は次のルールで

行います。 5個の円盤は机から動かないように押さえて，ある 1個の円盤

を残り 5個の円盤から離さずに新たな位置に転がして移します。そのとき，

新しい位置で少なくも 2枚の円盤と接していなければなりません。ちょっ

と見ただけで示せるように，この難しい問題も簡単にちょうど 4回の移動

で解決できます。円盤は、たとえば6個の同じ硬貨か，ダンボールから切

りとった 6個の同じ大きさの円形を使ってください。

Z 3 

" 
a) b) 
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書き換えた問題

まず、図 aを見てください。円は、すきまなく、くっついています。では、い

きなり問題です。図 aにある lから 6の円を動かして、図 bのようにするには、

どのように何回動かせばいいでしょうか?ただし、円は、次のルールにしたが

って動かします。

ルール 1: 5個の円は、動かないようにおさえて、残りの l個の円を、その他

5個の円から離さずに、新しい位置へ転がしてうつします。

/レール 2:新しい位置では、少なくとも 2つの円とくっついていなければなり

ません。

さあ、ルールがわかったなら、考えてみよう!

②食べ物でケンカはやめましょう

引用問題

金属板(c )を 6つの同形の金属板に切ってください。

書き換えた問題

今日は、みんな、友達の家でのパーティーに呼ばれました。そこで前日、そ

の友達のお母さんが、大きなケーキを作ってくれていました。パーティーの最

中、ケーキを食べようと冷蔵庫から出してみると、なんとピックリ!四角だっ

たケーキが変な形になっています!どうやら友達のお父さんが、夜のうちにこ

っそりつまみ食いしたようです。この形だと 6人で分けるのはむずかしそうで

す。でもみんなケーキが大好きです。正しく 6つに分けないとケンカになって

しまうかも・・・ O さて、どうやって 6つに分けるといいでしょうか?図の中

のO印はイチゴです。みんなイチゴも大好きなので、同じ数になるように上手

に分けましょう!

当日の活動方法

①あらかじめ問題を書いておいた模造紙を用いて問題を提示するO

②チームごとに問題に対して解答する。

③解答用紙に解答を記入する O

④採点者のもとに解答用紙を持っていく O

⑤採点者が採点を行う。

⑥採点方法は、より早く・より良い方法で解し、たチームから高得点を与える。

⑦最終的に総合得点が高いチームより順位が決定される O



22 伊藤昭夫、石崎重昭、 上野友裕、岡井 剛、小倉安博、根本昇喜、高築主使、中J学、宮本部賞、柳 雄ー、湯藤真」

4. 活動報告

① 200 2年 11月 9日

第 1回目は保護者 1名を含む参加者6名であった。参加チームが 1チームであ

ったので、問題作成に関わっていない大学生 2名を大学生チームとして参加させ、

競い合わせた。

② 200 2年 11月 16日

第 2回目は保護者 1名を含む参加者 16名であった。また、第 1回目と同様に

問題作成に関わっていない学生 2名を大学生チームとして参加させ計4チーム

で競い合わせた。

両日とも、参加者は 1つ 1つの問題に対して熱心に考え、意見を出し合いなが

ら解答を模索していた。男女混合のチームによっては、男の子と女の子の二手に

分かれて取り組む姿も見られた。これも協力して取り組んだ 1つの形態であると

いえる。また、保護者を含むチームにおいては保護者が子ども達よりも問題に熱

中していたようである O

全体的な様子から、この「みんなで算数・数学パズルをしようは子ども

達だけでなく大人も含め参加者全員が算数・数学ノミズ、ルを楽しみ、算数・数学を

身近に感じてくれたのではないかと思われる。活動後、参加した子ども達と大学

生が一緒に遊ぶ様子も見られ、よき交流ができた。

今回の活動を通してみると、数学的な活動も工夫をすれば、子どもから大人ま

でを対象として十分に地域に貢献することができるといえる O 言い換えれば、生

涯学習の 1つの教材例となる可能性があると思われるO

5. 活動においての問題点及び難題点

この地域貢献活動「みんなで算数・数学ノ《ズルをしよう!Jにおいての問題

点・難題点として、以下のようなことが挙げられる。

①参加者集め

今回、ボランティア活動の PRを行ったが第 1回目は 1チームだけしか参加志

望がなかった。これは参加者を募集時に、 1チーム 5人とチーム単位で募集を行

ってしまったことが理由の 1つで、ある。実際、 5人集まれずに参加を断念したと

いうグループがあるという意見が参加した子ども達から出た。

②問題の提示の仕方

子ども達のレベルに合わせて問題を書き換える作業が必要不可欠である。今回

の活動では小学 1年生でも分かるように書きかえる作業が非常に困難であった。

また、出題時に子ども達に分かりやすいような言葉で語りかける難しさもあった。

③教材の工夫

今回、マッチ棒を用いた問題があった。しかし、実際の場においてマッチ棒を

使用することができない。その結果、マッチ棒に代わる教材を用意しなければな
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らなかった。このように、教材を工夫することは非常に難しい。今回は、マッチ

棒の代わりに、半分に切った綿棒を使用した。

参考文献

[1] S.A・コルディムスキー/著 鈴木敏則/訳，数学センス?一数・マッチ棒・

図形のパズ戸ルー，丸善， 2002. 

[2J著者他2名，工学部教職課程が養成すべき 1つの教師像について，近畿大学

工学部紀要(人文・社会科学編)，第 32号， 15-68， 2002. 

次に，本活動実施前と後に広島県生流学習センターに提出した資料を提示する。

く資料 1>

事業名 近畿大学工学部教職課程数学コース有志

中分類
教育等→般 生涯学習一般

分類 小分類
自然科学 数学.--~安

主催者 宮崎望

小・中学生を中心としたグループ(友達や家族・親子)

を集めて、算数・数学ノ《ズ、ルを解くことを競いながら楽し

みます。

概要・内容
競技方法は、 1チーム 5人で算数・数学パズルを解きま

す。

勝敗は、パズ、ルをより早く・より良い方法で解し、たチーム

に高得点をあたえ、最終的に総合得点の高いチームを優勝|

とします。

参加対象 可能な限り小・中学生及びその家族 l定員|各 50名
開催時期 11月 9日、 11月 16日

備考 完全学校週 5日制

開催時間 AM9 : 00'""'-'AM11 : 30 

開催場所 近畿大学工学部

所在地 干739-2116 広島県東広島市高屋うめの辺 1番

電話番号 0824-34-7000 FAX 0824-34-7011 

申込み期間 11月 5日必着
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申し込み方法 郵送・ FAX・E-mai 1 

問合せ先 近畿大学工学部 「青年地域貢献活動実施本部J

住所 干739-2116 広島県東広島市高屋うめの辺 l番

電話番号 0824-34-7000 FAX 0824-34-7011 

URL http://www5e.biglobe.ne.jp/~math-kin/tiikibora.htm 

E -mai 1 aito@hiro.kindai.ac.jp， h004073@hiro.kindai.ac.jp 

<資料2>

やる気じゃネット!青春じゃけん

「みんなで算数・数学パズ、ルをしよう!J実践報告レジュメ

近畿大学工学部

教職課程数学コース有志

動 機:["大学における教職課程の授業で学んだ事を生かして、地域と交流する

事はできないか?Jということを考えた結果として、本企画を実践し

ました。

目 的:チーム対抗で算数・数学パズルを解くことを競い合うことで、チームで

協力し合うことの重要性を認識してもらいたい。更に、考えることに

より、より柔軟な考え方や見方を持ってもらいたい。そして、最終的

な目的は、算数・数学をより身近な楽しいものとして感じてもらうこ

とです。

内 容:算数・数学パズルの問題を提示し、制限時間内にチームで解答をし、答

えた順番・答えの内容によって点数をつけチーム対抗で競い合いました。

対 象:小学生・中学生、及び、その保護者

日 時:平成 14年 11月 9日(土)・ 16日(土) [2日間]

開催地:近畿大学工学部食堂別館

開催時の様子

問題に対して、子ども達は真剣にチーム内で協力し合いながら取り組んでいま

した。問題によっては、主催者側が予想していたよりも時聞がかかる問題もあり

ましたが、それでも出題された問題に対しては、すべて自分達なりの解答を出し

てきていました。実際には、

( 1 ) 9日目は大学生チーム 1チームと小学生チーム 1チームで競い合いました。

その結果、得点集計を行うと小学生のチームの方が勝っていました。

(2) 1 6日は、 4チームで競技を競い合いました。特筆すべきことは、小学 1

年生が参加し、真剣に頑張っていたことです。

(3) 9日、 16日ともチーム内に保護者が参加されていましたが、保護者の方
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も子ども達と一緒になって真剣に考え、参加していました。

以上を総合して、たとえ内容が算数・数学パズ、ルで、あったとしても上手に工夫

をすれば、親子一緒になって十分楽しむことが出来ると思いました。

3. 地域貢献活動ーその 2-

本節では，平成 15年度東広島市まちづくり活動『宇宙への第一歩ーベットボ

トル・ロケ ットを飛ばそう !-~の実践報告をする 。

まず，本活動の概要，及び，期待される効果について述べる。

①活動の概要

近畿大学工学部のグランドを利用して，地域の子ども達との交流を図ることが

本活動の大きな目的である。昨年度より，小学校・中学校・高等学校では完全学

校週 5日制が導入され，土曜日を有効に活用する必要性が生じている。更に，大

学生が地域の人々とより深い交流を持つことも必要とされ始めている。

その一環として，近畿大学工学部教職課程数学コースは，本活動を「小学生や

中学生が親子や友達と一緒に楽しく遊べる活動J・「大学生が地域の人々とより深

い交流を持つための活動」として企画した。

実際には， ベッ トボトル・ロケットをみんなで助け合いながら作成し，グラン

ドを利用して実際に飛ばす。そして，その飛距離をみんなで競い合う。
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②期待される本活動の効果

< rモノづくり jの重要性の認識>本活動には，ベットボトル・ロケットの作成
が含まれている。工学の基本は「モノづくり Jにある。そして，その技術は小さ

い頃から様々なものを作ることで培われるものであると考える。そのような立場

から考え，本活動を通じて，子ども達に少しでも「モノをつくる活動は楽しいなJ

という子持ちを持たせたい。

<協調精神の育成，及び，家族関係の構築>我々は，実際に何回もペットボトル・

ロケットを作成したが，みんなで協力し合わなければ早く上手に作成することは

出来ない。従って，この活動は子ども達の協調性を育成し，より良い家族関係を

構築する非常に有効な意義のある活動ではなし、かと考える。

< r考える力Jの育成>子ども達は飛距離を競い合うが，より遠くへ飛ばすには
どのようにすればよいのかを真剣に考えなければならない。このような思考を繰

り返し行うことで「考える力j が身についていくのではないかと考える。

<学生の地域貢献>近畿大学工学部教職課程数学コースの学生にとっては，大学

の講義で学んだ内容を実際に活用する場であり，地域の人々との交流を深める良

い機会であると考える。

次に，活動に向けた準備の手順を示す。

③参加者の募集方法

このような活動を実施するためには，まず参加者を募集しなければならない。

そこで今回は東広島市立高美が丘小学校，及び，高美が丘中学校の協力を得て，

以下の参加者募集の資料を配布して頂くとともに，地方新聞に無料広告を掲載し

た。

参弱者募集

このたび，前年度に引き続き，近畿大学工学部教職課程数学コースの学生が中

心となって，第 2回授業実践

「宇宙への第一歩ーベットボトル・ロケットを飛ばそう!-J 

を行・うことになりました。

これは「ベットボトルで実際にロケットを作成して，グランドで飛ばして遊ん

でみよう!Jという企画です。興味のある方は御家族・お友達をお誘いのうえ，

参加してください。

第 l部:rペットボトル・ロケットを作って飛ばそう!J 
日程・持参品は以下の通りです。

日時:5月 17日(土)8: 45.--...12 : 00 

場所:近畿大学工学部
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住 所:広島県東広島市高屋うめの辺 1番(アクセスマップ参照)

所持品:1.5リットルの丸型のベットボトル 5本・はさみ・

カッターナイフ・油性マジック・ホッチキス・ベンチ

参加者に年齢制限はありませんが，作成の段階でカッタ一等を使用しますので，

小学校低学年以下のお子様は出来うる限り保護者の方が同伴でお願します。

第 2部:Iベットボトル・ロケットをより遠くへ飛ばそう

これは，小学校高学年~中学生を対象としたベットボトル・ロケットを用いた

算数・数学の授業です。パソコンを利用して，どのようにすればベットボトル・

ロケットをより遠くへ飛ばすことが出来るのかを真剣に考えます。こちらにも興

味があるという子ども達の参加をお待ちしております。ただし，パソコンを利用

した授業を展開しますので，定員を 20人と限定させていただきます。定員にな

り次第，受付を終了させていただきます。あらかじめご了承ください。

日程は以下の通りです。

日時:5月 17日(土 13:30"'16:30

5月 18日(日 8:45"'12:00 の 2日間

場所:近畿大学工学部

所持品:1.5リットルのベットボトル以外の物を持参してください。

参加を希望する方は右記の申込書を使用し郵送または FAXで申し込まれるか，

必要事項を記入の上，電子メールでお送りください。ご不明な点がございました

ら，下記の連絡先にお問い合わせください。なお，当日が雨天の場合，今回の企

画は中止させていただ、きます。また，当日は汚れても大丈夫な服装で来てくださ

い。よろしくお願い致します。

住所:干739-2116

広島県東広島市高屋うめの辺 1番

近畿大学工学部建築学科 伊藤昭夫

FAX: 0824-34-7011 

電子メール:ai to@hiro. kindai. ac. jp 

連絡先:0824-34-7000 

近畿大学工学部建築学科 伊藤昭夫 (aito@hiro. kindai. ac. jp) 

アクセスマップ
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氏名

6母
国f
道p

wr .. .・;11;鍵が丘
方面

港怒襲 詮 索;霊堂

2員度高義が長

四~ N由 i L 山間
ー 一 一

申込書

学年(親は続柄) 学校名

参加口:第 l部か第 2部どちらか一方をOで囲んでください。両方に参加する場

合には両方をOで開んでください。

連絡先

②準備

第 1部:5月 17日(土)8:45--""'12:00 の部

第 2部:5月 17日(土 13:30--""'17:00

5月 18日(日 8:30--""'12:00 の 2日間の部

今回の活動で最も重要なことは，ペットボトノレ ・ロ ケットが安全に作成できる

かどうかを詳しく検証することと，その作成方法をわかりやすく説明するための

資料作成である。この 2つの問題点を解決するために，我々はペットボトルを実

際に作成し，飛ばす実験を何回も行った。また，ベットボトル ・ロ ケットの作成

方法を実施日当日に以下の資料を用いて説明した。
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宇宙へぬ篇-t島‘
|ヰh トボトルロh ト柑陣営う

ゐ ダミータンクの作成手順
-1""'-
・庖側を切ります。

1ベットボトルを底から5cmくら

いのところに線を引きます.

2線の引いている場所から外

側lanくらいの所をカッ9ー
ナイフで大まかに切ります。

3ハサミで線の引いている場

所にそって切ります。

底倶1)が完成しました

ょ』エンジンタンクの作成手順

1.ベットボトルの庖<<qにダミー

ヲンヲの底姐1)が重なるように

まっすぐ差し込みます.

2.差し込んだ部分をビニール
テープで2重に巻いてしっか
り止めます.

・ビニールテープを巻いたあと

に、もう 度ダミーヲンヲと

ベットボトルがまっすぐになっ

ているか権起します色

3 

5 

五』ペットボトルロケットの作り方
.. 邑4

.ペットボトルロケヲトの製作に必要な筒晶と工具煩

1.炭酸飲料用の1.5リットルのペットボトル5本

2.ポリエチレントップ

3.噴射口

4.幅2加nほどのビニールテープ
5.幅4-5聞の扇面テープ
s油性のサインベン
7. ;Ii;.型のホチキス
8. ;Ii;.湿のカッターナイフ
9.ハザ呈

10.ペンチ

11.定規

-注ぎ口を切ります。

1注ぎ口から2anくらいのと

ころを切ります.

2切り取った部分に、長さ

lan-l.5cm、8箇所の
切り込みを入れます.

3切り込みを入れた節分を

内側に折ります。

ダミ 骨ンクが完成しました

時 エンジンタンクの作成手順
.~ 

3ダミ-;ンヲにポリエチレン

トップを取り付けます。

$ポリエチレントップを、ロケツ

本体とまっすぐなるように、

経〈押し付けながらビニール

テ」ブを2重に巻いて止めま

す.

エンジンタンクが完成しました

29 

2 

4 

6 
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ゐ ハネの作成手順

1写真のようにベットボトル

に線を引宮、織のところ

をカッ聖一ナイフで切りま

す.

2.ベットボトルのまっすぐに

なる所に線を引きハサミ

でていねいに切ります。

事 ハネの作成手順

-'5 をこ平の宣ら時にねな、、小文ったさきなさベ方をッ合トにボわ合トせわルませをす切2.枚り

そろえます.

平口がらによな下っiたベットボトルを切り
になるように置きます

7 サ5上c側イmン左のベかとンこらでろ5織cにmをマk号ー下暗ヲ側まを右すつか.けら、

8線を引いたところをハサミで切
ります.

ハネの原型が4枚できました。

事 ハネの作成手順

11.両面子ープを貼った側を

内側lになるようにハネを
街り返します。ニの時ベ

ンチを使って‘しっかり街

り目を作ります.

12.内側にある両面テープの

被婚面をはがして、しつ

かりと貼り付けます.

7 

9 

11 

ゐ ハネの作成手順

3切り取った中央郵分を卵

しつぶします.この時.平

らになるようにベンチなど

を使い、しっかりと折り目

を作ります.

4.もう1本のベットボトルにも

同じことをします.

事 ハネの作成手順

自舗扇面のテ広ーいプ側ををハ1cネmに残そしって

て貼ります.

10.帽の狭いほうはハネに
そろえて両面テープを貼
ります。

事 ネの作成手順

13.ホチキスでハネの先場

を1点、績を3点止めま

す.

14.ホチキスをおおうように

ビニールテープを貼り

ます.

8 

10 

12 
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事 ハネの作成手順 事 スカー卜の作成手順

15.ハネの帽の広い方の折り

日 冨支Z写を.のハカJ引サ裏の厨ンージきaをミつトoンまでカいをよタす舗ッ作ミてン計日タ.いり二=クサそまるにナっすイ嶋イJてス.市フ切ペカかでンりら切までト外り周す線側. 
目側とテープを貼った骨lを

ハサミで1cm切り、広げて

『のりしろ」を作ります。

16突き出した「のりしろJとピ

二一ルテープを切り取りま ベットボトルを取りつけて、噴

す。 射ろに口サのイ先ンがベ2ン~で3マmー出ヲるをとつこけ、

I¥ネが完成しました 4 引線いをた引線きまにすそ.って、ハサミで切

ります。

13 14 

事 スカートの作成手順

9.4枚のハネを線に合わせ
てまっすぐになるように貼
りつけます。

10.残りのハネも同じように
貼りつけます.

I I 
15 16 

事 スカートの作成手順
陶ー

事 スカートの作成手順

12ホチキスの上をおおうよ

まうにすビ.ニール子ープを貼り

$全おてうよのうホにチビキニスーのルよテをーおプ

を貼ります。

13エンジン空ンウ側にもピ

ニールテープを巻きます.

l| 軽量ぎ
17 18 
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ー ロケットの作成手順

-エンジンヲンクにスカート
を取りつけます。

エンジンヲンクとまっすぐ E ー

になっているか確犯しな

がら、ピーールテープを2

重に巻いて止めます 言語

③活動

19 

ー ロケットの作成手順

最後に・・・

もう一度、ロケットの各部分は

まっすぐか、テープのはがれ

がないか確認します。

ペットボトJレロケット

完成

20 

当日は 125名の参加があり ，家族で楽しむ姿も見受けられた。以下の写真は当

日の活動の様子を撮影したものである。
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④アンケート結果

今回の活動に関するアンケート結果について報告する。

<感想>

子供が作るには少し難しいので，作るのは親がほとんど作りました。飛ばす

ときにはとても楽しかったようです。

飛ばしてみたらすごく飛んだからびっくりしたけど，うれしかった。また来

たい。

作り方は難しかったけど飛ばしたらとても楽しかった。

他のサイエンスもチャレンジしたいです。

はじめて作ったので，作るのは簡単ではなかったけど，飛ばしたりしてよい

思い出になりました。またやりたいです。

前で説明するスライドが見にくいし，声が聞こえない。

説明は正直言って分かりにくかったけど，一人一人ついてくれたので簡単に

できた。
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透明なベットボトルにマジックで引し、た線が見えにくくて苦労しました。

一場面ごとだ、ったので，次にどのようになるか分からなかったです。

ケガしました。

熱心にやられていたのはよく伝わりました。

教職課程のー題材としてはこれからの課題が多く抽出できるいい機会とな

ったのではなし、かと思います。今後の勉学の糧としてください。

今回のようなイベント，学生さんのたiめにも地域のためにも非常に活性化さ

れることと思います。今後の皆様に期待しています。

一人一人が熱意を持って説明されており，大変良い好感を持ちました。今後

の展開も楽しみにしております。

- 完成したロケットの図に「スカート」とかの名称を書いてはり出してもらう

と，もっと分かりやすいような気がします。

手順の説明は写真より要領のような図で示したほうがよいのではないでし

ょうか。

説明する人と補助の人との配置で班編成し，班に一人の補助の人がし、る形の

ほうが，作りやすくわかりやすかったと思います。

ノ、ネにのりしろを作るとき，両面テープをはる前に lcm切り込みを入れて

おいた方が，やりやすいと思う。

・発射台は手元でできるタイプがあります。そのほうが，やりやすいのではな
いでしょうか0

. 手話通訳がついていたので，説明など十分に伝えた方が良いのでは。

作り方の全体像を説明してから進めていくと，もっと分かりやすかったと思

います。

「百聞は一見にしかずJプロジェクタだけでなく，実際に実物(大きいモノ)

を見せながら作り方を説明された方が理解してもらいやすかったのでは。

ベットボトルの水と空気でどうして飛ぶんですか?
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<アンケート結果>

問 1. r宇宙への第一歩，ベットボトルを飛ばそう Jに参加して楽しかったです
カ通?
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問3. ペットボトル・ロケットを作るのは簡単でしたか?
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問4. 指導者の態度(言葉使いなど)はどうでしたか?
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問 5. r宇宙への第一歩ーベットボトル・ロケットを飛ばそう -Jに参加して
良かったですか?
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問 6. 次回も参加したいですか?
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参加したくないどちらでもない参加したい

L 

本来，アンケートの各項目における評価項目は，例えば次のように表現される

のが普通である。

良かったとても良かった
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良かった

どちらでもない

良くなかった

とても良くなかった

どちらかといえば良かった

どちらとも言えない

どちらかといえば良くなかった

良くなかった

今後，アンケートを実施する際には，細心の注意を払って実施しなければならな

し、。

3.授業実践

本節では，地域貢献活動「宇宙への第一歩一ペットボトル・ロケットを飛ばそ

う!-Jを算数・数学的体験活動を取り入れた『総合的な学習』の時間のための

教材として用いた授業実践に関する結果を報告する O

まず，学習指導案例を提示するO

<学習指導案>

『総合的な学習』指導案

1 .単元:r宇宙への第一歩ーペットボトル・ロケットを飛ばそう!-J 
2. 指導観(算数・数学の観点から)

現在，平成 14年度から地域や小学校・中学校・高等学校がー体となって『総

合的な学習』の時間が実施されている。『総合的な学習』を実施する目的は，学

習指導要領に次のように述べられている。

1 .総合的な学習の時間においては，各学校は，地域や学校，生徒の実態等に応

じて，横断的・総合的な学習や生徒の興味・関心等に基づく学習など創意工夫

を生かした教育活動を行うものとする。

2.総合的な学習の時間においては，次のようなねらいを持って指導を行うもの

とする。

( 1 )自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題

を解決する資質や能力を育てること。

( 2 )学び方やものの考え方を身に付け，問題の解決や探究活動に主体的，創造

的に取り組む態度を育て，自己の生き方を考えることができるようにする

こと。

この目的を達成できる授業を行っていくために，今回の授業実践では教材とし

てペットボトル・ロケットを選んだ。実際，今回はペットボトル・ロケットを用

いた算数・数学実験を行う。この算数・数学実験はペットボトル・ロケット

を作成する・飛ばすJという遊び的な要素も大きく，楽しみながらできるのでは

なし、かと我々は考える。従って，子ども達に授業に対する興味・関心を持たせる

ことは十分に可能であると考える。しかし，何も指示しなければ，ただ単にベッ
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トボトルを作って飛ばして遊ぶだけの授業になってしまうので，授業の前段階で，

ベットボトル・ロケットがどのように飛んでいくかを一度遊びとして体験させな

ければならない。その遊びという体験の中から，授業の中で関数的な考え方を登

場させる。例えばベットボトルの中に入れる空気の量を変化させて，ペット

ボトル・ロケットの飛距離を変化させるJ・「ベットボトル・ロケットの発射角度

を変化させて，ベットボトル・ロケットの飛距離を変化させる」といった考え方

である。

次に，ベットボトル・ロケットを関数の教材として利用するに至った経緯につ

いて述べる。教科書を中心に学習している子ども達の多くは，例えば「空気の量

が増えたのだから飛ぶ距離も増える」と予想を立てるだろう。しかし，そのよう

な結果は一般的には生じない。我々の実験では，子ども達にとっては未知の関数

が登場する。その結果として，子ども達(少数でも構わない)は何故，そう

なったかJと考えはじめるのではなし、かと考えたからである O

最後に，本授業実践を通じて，子ども達に以下の力を身に付けてもらいたい。

(1)身近にも様々な問題があることに気付く。

(2)問題を見つける楽しさ・難しさに気付く。

(3)問題を解決する楽しさ・難しさに気付く。

(4)生活をより楽しもう・より豊かにしようという気持ちを持つ。

3. 指導観(情報の観点から)

現在の情報化社会においてコンビュータの使用は必要不可欠である。実際，中

学校学習指導要領数学編には，次のように記されているO

各領域の指導に当たっては，必要に応じ，そろばん，電卓，コンビュータや情報

通信ネットワークなどを活用し，学習の効果を高めるよう配慮するものとする。

特に，数値計算にかかわる内容の指導や観察，操作，実験などによる指導を行う

際にはこのことに配慮するものとする。

上記の内容を踏まえて，今回の授業実践では，実験で得られたデータをコンビ

ュータで処理する算数・数学的体験活動を取り入れた。

実際，表計算ソフトを利用して，算数・数学実験で得られたデータをグラフ化

する。使い方を知らない子ども達にとっては，はじめは理解しづらく，使いにく

いと思う。だが，算数・数学実験の結果を打ち込み，簡単な操作だけで平均を求

めたり，グラフを描いたりする体験を実際にすることで，パソコンの利便性を伝

えることが出来るのではなし、かと考える。また，今回の授業実践では，パーソナ

ル・コンビュータ(以下，パソコン)の基本的な使い方として

・パソコンの起動方法

・マウス，キーボードの使い方
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-パソコンの終了方法

を教えることからはじめる。

最後に，本授業を実践するにあたり，最も重要なことは「パソコンを使うこと

は難しい・面倒くさし、Jといった感情を植えっけないことである。そのための工

夫として，今回の実践授業では次の手法を採用した。

・ビデオピジュアライザーを利用して，キーボードのキーの位置を示す。

-少人数(I""'2人)に対して， 1人の指導員をつける o

また，今回の授業実践で得られるデータ数はパソコンを使うほどの量ではなし、か

もしれない。しかし，これからの時代，パソコンは必要不可欠なものとなり，大

量のデータを処理するケースがでてくることも確実である。つまり，今回の授業

実践にパソコンを用いたのは，大量のデータを処理するための技術を身に付ける

ための第一歩である。

4. 題材観

日常生活における体験に基づき，子ども達が自分で課題を見つけ，自ら学び，

自ら考え，主体的に判断し，問題を解決する資質や能力を育てるような学習教材

を提供しなければならないと考えるO 実際，この題材を選んだ背景には以下の理

由があげられる O

(1)実験材料が身近である。

(2)実験結果を予想するとき，主として比例の考え方を用いることができる。結

果として子ども達たちは直線になると予測するであろうが，実際はどのよう

になるのかを実験によって確認する。

(3)自ら新たな問題を発見し，私たちの想像もよらないような問題へと発展させ

る可能性がある。

(4)実験を共同で行っていく上で，コミュニケーション能力が高まる。

(5)実験を通し，何事にも興味を持ち，楽しく授業を受けることで，発想力や恩

考力を養う O

(6)近年， リサイクル問題は地域全体でも取り組まれている。今回は最も身近に

あるベットボトルを用いることで，生徒がリサイクル活動について興味・関

心をもち，それが地球環境問題にもつながることを理解するO

(7)最近，身近になっているパソコンに触れることで，その楽しさや便利性を確

認する。

(8)情報を学ぶ上で，パソコンの基礎となる一連の操作を理解する。

・パソコンの一連の操作(パソコンの起動 ソフトの起動 ソフトの使用一

ソフトの終了一パソコンの終了)

現在の子ども達が，大きな技術の変化や社会の変化に直面する事は確実である。

このような変化の激しい社会を生きていくためには，新たな状況に応じて，新た
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に思考し，行動するという力が必要不可欠である。

そして，そのような力を用いて，自然現象や社会現象などの具体的な事象を解

決することが多くなるであろう。そのためには，具体的な事象を数理的にとらえ

たり，新しい概念、を作ったりしなければならない。そのときに，関数的な見方や

考え方は非常に有効で重要な役割を果たしていくであろう。

本題材では，具体的な事象の中から関数を見つけ出し，関数を利用して問題を

解決し，式・表・グラフなどに表すことにより，その具体的な事象の変化の様子

をより深く捉えることを学習する O

このような学習を通じて，子ども達が数理的に考察することの良さや楽しさを

認識し，自ら進んで，数学的な見方や考え方が出来るようになることが望ましい。

また， 2変数聞の対応や変化の様子を知ることにより，物事の理解が深められ，

問題解決が容易になる。これらの事実が関数の良さであり，それを用いる価値が

出てくると我々は考える。

5. 授業計画

6. 第 l時の展開

ペットボトル・ロケットの作成と算数・数学実験

データ処理

考察

本時における活動はベットボトル・ロケットの作成し，更に，それを実際に飛

ばすことが大きな活動である O 本時は，一度でもこの活動を体験しているのか，

いないのかで大きく影響を受ける。この部分を我々は地域貢献活動の部分で対処

した。従って，本時の展開で最も重要なことは次の点を確認することである。

(1)同じベットボトル・ロケットを作成する。今回はペットボトル・ロケット教

会が販売しているものを採用した。

(2)何を変化させること(独立変数・入力変数)で飛距離を変化させるのか(従

属変数・出力変数)を確認する。今回は， I発射角度・水の量を一定にして

空気の量を変化させる」・「発射角度・空気の量を一定にして水の量を変化さ

せる」の 2つを採用した。

7. 第2時の展開

主題:表計算ソフトを利用したデータ処理

目標:第 1時の実験結果を表計算ソフト IMicrosoftExce1J を用いて表とグラ

フにまとめる活動を通して，以下の内容を目標とするO

・パソコンの利便性を理解する。

・表計算ソフト IMicrosoftExcelJ の基本操作，及び，表やグラフの作成方法

を理解する。
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準備物:以下の機材等を準備する。

. Microsoft Excelがインストール済みの Windowsパソコン

.テキスト

・プロジェクター

.プリンタ

・印刷用紙

.資料用のプリント

・ビデオピジュアライザ一

指導過程

段 時
教師の活動

階 間

-表計算ソフトの起

動の仕方について

指導する。

導
2 

O 
入
分

-私達が事前に行っ

た実験で得られた

結果を用いて，表や

グラフの書き方を

指導する。

-第 l時の測定結果

を，表計算ソフトで

まとめさせる。

学習事項及び
指導上の留意点

児童・生徒の活動

-パソコンの起動につ

いてはあらかじめ指導

者が電源、を入れてお

くO

-児童・生徒一人一 • fMicrosoft ExcelJ 

人が，表計算ソフト を起動した時，前回使

を起動する。 ったユーザーによって

表示されているツール

パーの数が異なってい

る可能性があるので注

意する。

-我々が用意したデ -キーボードの打ち方

ータを用いて，表や の手本を見せる。

グラフの書き方を理

解する。 -各班ごとの指導者は，

子ども達の作業に注意

し，必要ならば補助を

する。

-導入で学んだ内容 -第 1時の実験結果の

をもとに第 1時での 表を忘れる児童・生徒

実験結果を表計算ソ がし、るかもしれないの

フトでまとめる。 で，そのときのために
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-表計算ソフトを用

いての表のまとめ

方，グラフの作成の

仕方を指導する。

発 3 

展 O 

分

-打ち込んだ表，グ

ラフの印刷の仕方

を学ぶ。

-表計算ソフトの終

了方法を指導するO

-パソコンの終了方

法を指導する。

8. 第 3時の展開

主題:考察

第 1時の実験結果を数

-センターモニター 枚用意しておく。

に注目させる。 -印刷する前にあらか

じめプリンタに用紙が

-表計算ソフトを用 あることを確認する。

いて 1限目での実験

結果をシートに打ち

込む。

-打ち込んだ表を，

見えやすいように中

央揃え等の機能を利

用して整理する。

-表，グラフを印刷 -印刷の設定によって

する O は思うように印刷され

ない場合があるので注

意する。

-表計算ソフトを終

了する。

-パソコンを正しく -シャットダウン後デ

終了する O ィスプレイ，本体の電

源を切り忘れないよう

に注意するO

目標:第 2時で得られた結果を用いて考察を行う O この活動を通して，以下の内

容を目標とする O

・子ども達が学習していく中で，教科書に載っていないことでも，算数・数学と

の関連性を持っていることを認識する。

-身の回りのほとんどの事象が数学と結びつく可能性を持つことを認識する 0

・各班の実験結果を比較することにより，どうしてこの様な結果となるか

考える 0

・発表の時，子ども達が自分の意見を明確に伝える O
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-子ども達がそれぞれの班の発表を聞いて感想、を持つ。

-初対面のメンバーで、資料を作成することにより，みんなで協力しコミュニケー

ション能力を高めていく O

準備物:以下のものを準備する 0

.筆記用具

・模造紙

・実験結果と結果のグラフ用紙

・ペン(黒・赤・青・緑)

• 1メートル定規

指導過程

段 時
教師の活動

階 間

導 5 
-算数・数学実験を

入 分
行った班ごとに座ら

せる。

-実験に対する予想、，

結果，考察とパソコ

ンで処理した表とグ

ラフを用いて模造紙

にまとめさせる。

4 
展
O 

開
分

-各班発表をさせる。

学習事項及び
指導上の留意点

児童・生徒の活動

-班ごとになる O -子ども達がそれぞれ

の到tといっしょになっ

ているか確認する O

-説明を聞く。 -全ての班に準備物が

そろっているか確認す

-それぞれの班の意 る。

見をまとめる o (グラ

フから何が読み取れ

るかも考える) -それぞれの班のコミ

ュニケーションが取れ

-まとまった意見を ているか確認する。

模造紙に書く。

-進み具合を見る O 遅

-発表の分担を決め れている班には，アド

る。 バイスを行い助ける O

-各班 5分程度で発 -みんなを発表に注目

表する O させる。

-子供たちは他の班

の意見を聞いて考え

方がいっぱいあると

とを知る O
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-実験と予想は全然 -実験は予想通りにい

ま 違うものになる可能 かないということを認
5 

と
分
性があることを認識 識しているか注意す

め させる。 る。

<授業実践>

本授業実践は，小学生 6名を対象として実施された。参加人数は少ないが，そ

れが逆に授業に対して非常に良い効果をもたらした可能性が高い。

-第 2時

参加人数 6名という状況だ、ったので， 2人の子どもに最低 l人の学生がパソコ

ン操作の補助に当たることが出来た。その結果，全ての子どもが自力で文字入力，

更には，表やグラフを作成することが出来た。

この結果と，去年の授業実践「握ってみん祭一人間の反応を調べてみようーJ

[2]で得られた結果を比較すると， 1人の授業補助者に対して子どもの人数を出来

る限り小人数にすることが非常に重要であることがわかる。

更に，ビデオピジュアライザーやプロジェクターを上手に利用することが授業を

成功させる大きな要素であることがわかった。特に，キーボードを直接スクリー

ンに映し出すことが出来るビデオピジュアライザーはパソコンを触れたことが

ない子どもに対して非常に有効な視聴覚機器である。

-第 3時

本時においては，第 2時で作成したグラフを利用して，そこから何が読み取れ

るのかをみんなで話し合った。

下の資料は，子ども達が発表しあっているときに，授業者が書記としてパワー

ポイントにまとめ上げたものである。本資料から，子ども達は自分なりにどのよ

うにすればベットボトル・ロケットがより遠くへ飛ぶのかを真剣に考えているこ

とがわかる。

しかし，議論の後に「飛ばしてみればわかるJという意見が 1人の子どもから

発せられた。これは，ある意味で本授業の目的が達成できなかったことを意味す

る。実際，算数・数学で関数を勉強する，特に，グラフを描く lつの利点は『最

適化』にある。つまり，本当に欲しいデータ，本時においては「ベットボトル・

ロケットを最も遠くへ飛ばすために最適な水の量J，を得られたデータから推測

することである。

今後の社会において，このような『最適化』の考え方はますます重要になって

くることが予想される。そのためにも，我々は「子どもの頃からこのような考え

方を育てる教材が必要であるJと結論付ける。
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グラフを見てわかったこと

.300.400mlは平均が高い

・500ml以上Iまあまり飛ばない

・600mlは飛ばなかったのはなぜ
か?

・2.....400mlがよく飛ぶ

.水入れすぎたら壊れる

遺<1こ飛ばないのは、なぜか? 遠くに飛んだのはなぜか?

-水の量が多かった

.空気がちゃんと入つてない

・空気が被けていく

・水がもれる

'・空気が入りすぎていた

<本教材に関する結果>

3 

-回数にあわせた適量の水の量

・空気を多く入れる

・水が少ない

・空気と水と角度

・空気の抵抗が少ない

・風の向き

聞角度を調整

結果!どうすればよく飛ぶか?

.空気の抵抗をなくす

.軽くする

・空気をいっぱい入れる(限界まで
80.....'00回)

・水の量360ml

5 

2 

4 

本教材は，算数・数学的体験活動に「モノづくり」という考え方を導入した『総

合的な学習』の時間のための教材として非常に有効であることがわかる。

4. 結論

アンケート結果からもわかるように，大学の地域に対する貢献がこれからます
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ます重要になってくることが容易に予想できる。特に，学生が地域の人々とより

深い交流を持つことは大学の認知度や貢献度を評価するうえで非常に重要な要

素になっていくかもしれない(なってからでは遅し、)。大学の教員は， r地域貢献

が出来る学生・近畿大学工学部でしか育成できない特色ある学生」を育成するよ

うに心掛けなければならないであろう。そのためには，真剣に「教育とは何

か?J・「地域貢献とは何か ?Jを真剣に，しかも，早急に議論することが必要で

ある。しかし，簡単なことではない，ましては，すぐに出来ることでもない。長

い目で見た長距離的展望が必要である。これが，本活動を通して得られた地域貢

献に関する結論である。

次に，学力低下に関する意見を述べる。『学校完全週 5日制Jや『総合的な学
習』の時間が導入されてから，まだ日が浅く上手に活用されているとは言い難い。

そのような状況の下で，導入された 2つのシステムの良し悪しを現段階で評価す

るのは無理があると考える。また，最近の学力低下論争は， ["学力とは何なのか ?J

という核心部分にほとんど触れておらず， r学力=知識量」という非常に狭い意

味でしか議論されていないような気がしてならない。我々は，この 2つのシステ

ムが有効に活用されるような状況を学校・家庭・地域が一体となって作り上げる

ことがまず大事であると考えるO そして，そのような状況は，子ども達の次のよ

うな学力をあげる可能性があることを指摘して本報告を終える O

学力とはつぎのような力を総合して用いられる。

(1)知識や技能

(2)知識や技能を生かして，自分で工夫する力

(3)知識や技能を生かして，自分で考える力

(4)知識や技能を生かして，自分で活用する力

謝辞.本活動を実施するにあたり，参加者募集の段階から実施に至るまでに以下

の機関から多大なる御協力を頂いたことを，この場をお借りして感謝申し上げま

す。

・東広島市企画部企画課

・東広島市立高美がE小学校，及び，高美が丘中学校

.近畿大学工学部事務部

また，本活動は東広島市学園都市づくり推進事業補助金交付事業「平成 15年

度まちづくり活動補助金j，並びに， r2003年度マツダ研究助成 青少年健全育

成関係一」の援助を受けていることをここに記す。
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